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2.11.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 阿部 昭博 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア情報学総論，情報システム構築学，応用情報システム学，基礎教養入門，ソフトウェア演習Ｃ，情報
システム演習 A/Ｂ/Ｃ，情報システムゼミＡ/Ｂ，卒業研究・制作Ａ/Ｂ 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム企画・設計特論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/Ⅱ/Ⅲ，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
「応用情報システム学」「情報システム企画・設計特論」開講時に，企業や団体等の外部有識者を招聘し特別授業
を実施した。 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：スマートフォンを用いたフィールドミュージアム案内システムの開発，地
理情報システム学会論文集「GIS－理論と応用」, Vol.21, No.1, pp.19-27, 2013.6 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Abe, A.: The Role of ICT on Cultural Heritage Tourism: A Case Study, Proc. of 2nd International Conference 
on Economic and Social Development, pp.2-8 2013.4 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 佐藤亮，市川尚，阿部昭博：野外美術館におけるゲーム要素を取り入れた鑑賞支援システムの開発と評価，観光
情報学会第 10 回全国大会，2A-1，2013.6 
2) 堀口祐耶，市川尚，阿部昭博：観光風評被害事例の分類・収集方法について，観光情報学会第 10 回全国大会，
1B-1，2013.6 
3) 岡正彦，狩野徹，阿部昭博，大西康弘，佐藤貴行，小川哲平，吉田雅俊，鈴木美咲：弱視者等に対する移動支援
を目的とした移動情報取得支援システムの研究開発，日本福祉のまちづくり学会第 16 回全国大会概要集，
1F-5,2013.8 
4) 坂本大介，窪田諭，市川尚，阿部昭博：道路維持管理の現場利用を考慮した道路情報プラットフォームの設計と
実装，第 22 回地理情報システム学会学術研究発表大会論文集，D-3-4，2013.10 
5) 坂本大介，阿部昭博：道路維持管理の現場利用を考慮した道路情報プラットフォームの開発，2013 年度 GISA 東
北支部研究交流会，2013.12 
6) 堀口祐耶，市川尚，阿部昭博：観光風評被害事例の分析に基づく情報提供システムの開発，情報処理学会第 126
回情報システムと社会環境研究発表会，2013-IS-126(7)，2013.12 
7) 坂本大介，石川真成，窪田諭，市川尚，阿部昭博：GIS を用いた道路情報プラットフォームの開発，情報処理学
会第 76 回全国大会講演論文集，ZE-8，2014.3 
8) 堀口祐耶，市川尚，阿部昭博：観光風評被害事例の分析に基づく情報提供システム，情報処理学会第 76 回全国
大会講演論文集，1ZD-2，2014.3 
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9) 佐藤亮，市川尚，阿部昭博：道の駅に併設した野外美術館を対象とする観光支援システムの検討，情報処理学会
第 76 回全国大会講演論文集，5ZC-4，2014.3 
10) 石川真成，坂本大介，阿部昭博，市川尚，窪田諭：道路情報プラットフォームにおけるユーザインタフェースの
開発，情報処理学会第 76 回全国大会講演論文集，3ZE-9，2014.3 
11) 泉太一，市川尚，阿部昭博：高等学校におけるタブレット端末を用いた数学的活動を支援するシステムの拡張，
情報処理学会第 76 回全国大会講演論文集，6ZF-2，2014.3 
12) 川崎翔太郎，市川尚，阿部昭博：地域課題研究におけるフィールド調査支援システムの開発，情報処理学会第
76 回全国大会講演論文集，3ZE-6，2014.3 
13) 澤口卓弥，阿部昭博，市川尚：観光周遊行動の分析に基づくまちづくり支援システムの開発，情報処理学会第
76 回全国大会講演論文集，5ZC-3，2014.3 
14) 新井田歩，阿部昭博，市川尚：自転車 GPS データを用いた観光支援システムの開発，情報処理学会第 76 回全国
大会講演論文集，5ZC-6，2014.3 
15) 福田照紀，阿部昭博，市川尚：モバイル環境での利用を考慮した観光プラン立案支援システムの開発，情報処理
学会第 76 回全国大会講演論文集，5ZC-5，2014.3 
16) 萬直久，阿部昭博，市川尚：リピータ向け観光情報提供に関する考察-平泉を事例として，情報処理学会第 76
回全国大会講演論文集，5ZC-2，2014.3 
(e) 研究費の獲得 
1) 全学研究費・地域協働研究（教員提案型）「地域観光クラウドのサービスモデルと観光振興に関する研究」50
万円（代表） 
2) 全学研究費・地域協働研究（地域提案型）「みちのく民俗村の IT を活用したユニバーサルデザインの検討」50
万円（代表） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 阿部昭博，市川尚，窪田諭：社会情報システム学アプローチによる震災復興・防災支援の研究，平成 25 年度岩
手県立大学研究成果発表会講演予稿集，pp.32-33, 2013.9 
2) 阿部昭博，市川尚，窪田諭：周遊行動データの分析可視化に基づく地域ツーリズム統合支援システムの研究，平
成 23・24 年度いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター研究成果報告書，pp.75-80, 2013.9
3) 岡正彦，狩野徹，阿部昭博，大西康弘，小川哲平，佐藤貴行，吉田雅俊：音声による移動情報取得支援システム
の研究開発，総務省 ICT フォーラム 2013 予稿集，B-17，2013.10 
4) 岩手日報「自転車周遊に盛岡情報～スマホ向け運用開始，レンタル事業者と連携」2013.10.24  
5) 盛岡タイムス「観光地案内をスマホで～ホテル貸自転車利用者に」2013.10.24 
6) 盛岡経済新聞「盛岡レンタサイクルと連動した「デジタルマップ」試験運用－県立大が開発」2013.10.29 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
教務 FD 推進委員会，高等教育調整会議，特別な支援を必要とする学生のための連絡会議 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部・研究科運営会議委員，学部教務委員長，資格審査委員，研究科専攻主任 
(c) 学生支援 
ギターサークル顧問 
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(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1） 東北ブロック地理空間情報産学官地域連携協議会委員 
2） 岩手県ひとにやさしいまちづくり審議会委員 
3） 岩手県観光マネジメント人材教育セミナー実行委員会委員 
4） 宮古市観光産学公連携事業推進連絡会構成員 
5） 花巻市産業支援アドバイザー 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 北上コンピュータ・アカデミー「第 11 回東日本ブロック合同卒業研究発表会」審査員 (2014.2.28) 
2) 秋田県藤里町商工会「IT を利活用した地域観光情報の発信について」講師(2014.3.26) 
(c) 一般教育 
1) いわて観光マネジメント人材育成セミナー「ICT 技術の観光への利活用」講師 (2013.12.17) 
2) 第 5回東北ブロック地理空間情報産学官地域連携協議会「地理空間情報を活用した地域協働研究の事例～道路維
持管理，観光周遊分析」 (2014.1.27) 
(d) 産学連携 
1) 視覚障害者等の移動情報取得支援システム（オリエンタルコンサルタンツ） 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会情報システムと社会環境研究会運営委員 
2) 情報処理学会論文誌特集号編集委員，シニア査読委員 
3) 地理情報システム学会東北支部長 
4) 観光情報学会いわて観光情報学研究会主査 
(f) その他 
1) レンタサイクル「モリクル」を活用した観光情報配信システムの研究（盛岡ホテル協議会） 
2) 平泉観光における情報の戦略的利活用に関する研究（平泉観光商工課） 
3) 志波城古代公園の見学ガイドシステムに関する調査研究（盛岡市教育委員会） 
4) 野外博物館の見学ガイドシステムに関する活用実態調査（北上みちのく民俗村） 
5) 鑑賞支援システムの活用促進に関する調査研究（岩手町立石神の丘美術館） 
6) 道路維持管理システム調査研究 （岩手県遠野土木センター） 
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[主な業績］ 
スマートフォンを用いたフィールドミュージアム案内システムの開発 
（地理情報システム学会論文集「GIS－理論と応用」, Vol.21, No.1, pp.19-27, 2013） 
本研究では，岩手県盛岡市の盛岡フィールドミュージアムを対象として，観光客がまち歩きする際に利用可能な
古地図・古写真を用いた案内システムの開発と評価を行った．まず，フィールドミュージアムについてのレビュー
を行い，先行研究のシステムや研究フィールドにおける問題点を明らかにした．次に，フィールドミュージアムの
レビューと予備調査より，1） GPS を用いたプッシュ型システム，2） 古地図・古写真による情報提示，3） ストー
リー性を持たせたナビゲーション，4） 事前・事後システムとの連携，の 4つを設計方針として定めた．それに基
づき，スマートフォンを用いてスポット情報や古地図・古写真を表示させることにより，観光客がまちの変遷を理
解しつつ利用可能な案内システムを開発した．観光客，運営者それぞれの視点から評価を実施し，設計方針が妥当
であり，歴史フィールドミュージアムにおいて利用可能であることを確認した． 
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職名： 准教授 氏名： 市川 尚 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
スタディスキルズ，情報科教育法Ⅰ・Ⅱ，教育実習Ⅰ・Ⅱ，教育実践演習，ソフトウェア演習Ｃ，情報システム演
習Ａ/Ｂ/Ｃ，情報システムゼミＡ/Ｂ，卒業研究・制作Ａ/Ｂ 
(b) 研究科担当授業科目 
社会情報システム特論Ⅱ，ソフトウェア情報学ゼミナール I/Ⅱ/Ⅲ，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博：スマートフォンを用いたフィールドミュージアム案内システムの開発，地
理情報システム学会論文集「GIS－理論と応用」, Vol.21, No.1, pp.19-27, 2013.6 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当なし 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 市川尚（2014.3）学びの工夫を考える初年次教育科目「スタディスキルズ」の試み．日本教育メディア学会研究
会論集，No.36，55-60  
2) 市川尚・羽倉淳・高瀬和美（2013.9）ID の内容を取り入れた初年次教育科目「スタディスキルズ」の実践．日
本教育工学会第 29 回全国大会講演論文集：981-982 
3) 佐々木道史・市川尚（2014.3）タブレット端末を活用した高等学校における数学的活動の実践．日本教育メディ
ア学会研究会論集，No.36，33-36  
4) 根本淳子・井ノ上憲司・市川尚・高橋暁子・鈴木克明（2014.3）レイヤーモデルを用いた学習設計支援方法につ
いての検討．日本教育工学会研究報告集，JSET14-1, 285-288  
5) 高橋暁子・井ノ上憲司・市川尚・根本淳子・鈴木克明（2013.10）インストラクショナルデザインの初学者を対
象とした Job-Aid ツールの開発．日本教育メディア学会第 20 回年次大会発表論文集：19-20  
6) 堀口祐耶，市川尚，阿部昭博：観光風評被害事例の分析に基づく情報提供システム，情報処理学会第 76 回全国
大会講演論文集，1ZD-2，2014.3 
7) 佐藤亮，市川尚，阿部昭博：道の駅に併設した野外美術館を対象とする観光支援システムの検討，情報処理学会
第 76 回全国大会講演論文集，5ZC-4，2014.3 
8) 泉太一，市川尚，阿部昭博：高等学校におけるタブレット端末を用いた数学的活動を支援するシステムの拡張，
情報処理学会第 76 回全国大会講演論文集，6ZF-2，2014.3 
9) 川崎翔太郎，市川尚，阿部昭博：地域課題研究におけるフィールド調査支援システムの開発，情報処理学会第
76 回全国大会講演論文集，3ZE-6，2014.3 
10) 坂本大介，石川真成，窪田諭，市川尚，阿部昭博：GIS を用いた道路情報プラットフォームの開発，情報処理学
会第 76 回全国大会講演論文集，ZE-8，2014.3 
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11) 石川真成，坂本大介，阿部昭博，市川尚，窪田諭：道路情報プラットフォームにおけるユーザインタフェースの
開発，情報処理学会第 76 回全国大会講演論文集，3ZE-9，2014.3 
12) 澤口卓弥，阿部昭博，市川尚：観光周遊行動の分析に基づくまちづくり支援システムの開発，情報処理学会第
76 回全国大会講演論文集，5ZC-3，2014.3 
13) 新井田歩，阿部昭博，市川尚：自転車 GPS データを用いた観光支援システムの開発，情報処理学会第 76 回全国
大会講演論文集，5ZC-6，2014.3 
14) 福田照紀，阿部昭博，市川尚：モバイル環境での利用を考慮した観光プラン立案支援システムの開発，情報処理
学会第 76 回全国大会講演論文集，5ZC-5，2014.3 
15) 萬直久，阿部昭博，市川尚：リピータ向け観光情報提供に関する考察 - 平泉を事例として，情報処理学会第 76
回全国大会講演論文集，5ZC-2，2014.3 
16) 堀口祐耶，市川尚，阿部昭博：観光風評被害事例の分析に基づく情報提供システムの開発，情報処理学会第 126
回情報システムと社会環境研究発表会，2013-IS-126(7)，2013.12 
17) 坂本大介，窪田諭，市川尚，阿部昭博：道路維持管理の現場利用を考慮した道路情報プラットフォームの設計と
実装，第 22 回地理情報システム学会学術研究発表大会論文集，D-3-4，2013.10 
18) 佐藤亮，市川尚，阿部昭博：野外美術館におけるゲーム要素を取り入れた鑑賞支援システムの開発と評価，観光
情報学会第 10 回全国大会，2A-1，2013.6 
19) 堀口祐耶，市川尚，阿部昭博：観光風評被害事例の分類・収集方法について，観光情報学会第 10 回全国大会，
1B-1，2013.6 
(e) 研究費の獲得 
1) 全学研究費・地域協働研究（教員提案型）「地域観光クラウドのサービスモデルと観光振興に関する研究」50
万円（研究メンバー） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
AO 委員会 
(b) 学部/研究科の委員会 
教務委員会，入試実施委員会，学部戦略会議 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) サイエンティフィックシステム研究会教育環境分科会企画委員 
2) 人材育成マネジメント研究会研究開発業務プロジェクト企画委員（特別区職員研修所） 
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(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 観光情報学会いわて観光情報学研究会幹事 
2) 日本教育メディア学会編集委員会委員・研究委員会委員（2013 年度第 2回研究会現地担当者） 
3) 論文査読（日本教育工学会，日本教育メディア学会，電子情報通信学会等） 
(f) その他 
1) 東北学院大学非常勤講師（教育方法） 
2) タブレット端末を活用した数学科の授業実践に関わる高等学校教諭との共同研究（岩手高等学校） 
3) エビデンスベース看護支援システムの構築と運用に関する共同研究（看護学部） 
4) 鑑賞支援システムの活用に関する調査研究（岩手町立石神の丘美術館） 
5) 平泉観光における情報の戦略的活用に関する研究（平泉町観光商工課） 
 
[主な業績］ 
高等学校におけるタブレット端末を活用した数学的活動支援システムに関する研究（研究発表 3,8) 
近年の ICT の発展に伴い，学校への電子教科書やタブレット端末の導入など，新たなテクノロジーを活用して，
より効果的な教育を行う試験的な取り組みがなされている．また，数学の学習指導要領では身近な問題に数学の知
識を用いで取り組む数学的活動が重要視されているが，研究フィールドとした高等学校の数学授業では数学的活動
まで手を広げられていない．そこで，学校教育への ICT 活用の試みとして，タブレット端末を用いた高等学校にお
ける数学的活動を支援するシステムの開発を行っている．本システムは教室の外で学生が協働学習を行いながら，
生徒たちに身近な問題を提示し，数学的知識を用いて解決することを志向している．必要に応じてタブレット上に
用意された角度測定などのツールを用いながら，画面上のホワイトボードに答えや思考過程を書き込み，最終的に
発表（共有）を行うシステムとなっている．本年度は特に教員が事前にコンテンツを登録するなど教員用の機能を
追加した．本研究は，実際に高等学校教員にシステムを授業で活用頂きながら進めている． 
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職名： 講師 氏名： 富澤 浩樹 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
プロジェクト演習Ⅰ/Ⅱ，学の世界入門Ⅱ，情報システム演習Ａ/Ｃ，情報システムゼミＢ，卒業研究・制作Ｂ 
(b) 研究科担当授業科目 
ソフトウェア情報学ゼミナールⅡ 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など）  
該当なし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Hiroki Tomizawa, Tetsuya Uchiki, “A Concept of the Simulation for Social Context Analysis based on the 
Difference of Adaptability to the Market Information,” Proceedings of the 6th JPAIS/JASMIN International 
Meeting 2013, pp.1-6, 2013.12 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 内木哲也，富澤浩樹：受講生の実態調査に基づいた情報基礎教育を巡る社会的状況に関する考察，埼玉大学教養
学部紀要，49 巻 1号，pp.1-19，2013.10 
2) 富澤浩樹：持続可能な観光まちづくりのための情報共有システムの検討～さいたま市岩槻区での取り組みから
～，いわて観光情報学研究会第 10 回例会，岩手県立大学アイーナキャンパス，2014.03 
(e) 研究費の獲得 
該当なし 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
就職委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
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[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
戸田市民大学認定講座「生涯学習サポーター養成講座」講師 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 人形のまち岩槻まちかど雛めぐり実行委員会委員 
2) NPO 法人セカンドリーグ埼玉「タウンコンシェルジュ養成講座」講師 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 観光情報学会いわて観光情報学研究会運営委員 
(f) その他 
1) 東洋大学法学部非常勤講師（コンピュータ・リテラシ） 
2) 秩父看護専門学校非常勤講師（情報科学） 
3) 震災関連資料デジタルアーカイブズとその利活用に関する基礎研究（岩手県立図書館） 
 
[主な業績］ 
・個人または集団の意思決定の指向性が結果に及ぼす影響について，実験経済学におけるダブルオークションを用
いた価格形成実験を対象に調査・研究している．価格形成実験では実験回数や被験者特性などの環境要因によっ
て市場の活性状況が変化し，実験結果にも影響を及ぼすことがしばしば観測される．その現象は，被験者毎の意
思決定プロセスの相違によるものといえるが，その相違を完全に統制して実験することは困難である．そのため
その因果関係はこれまで実験的には捉えられて来なかった．本年度は，意思決定プロセスの相違を市場情報に対
する感度の相違と捉え，感度の違いを市場価格の参照範囲の広狭としたエージェントシミュレーションにより，
価格形成実験で観測される現象を試作したシミュレータを用いて再現できることを示した．（関連研究：Hiroki 
Tomizawa, Tetsuya Uchiki, “A Concept of the Simulation for Social Context Analysis based on the Difference 
of Adaptability to the Market Information,” Proceedings of the 6th JPAIS/JASMIN International Meeting 
2013, pp.1-6, 2013.12） 
・住民主体の観光まちづくりが実施されている現場では，地域活動の記録をどのようにアーカイブし，利活用して
いくのかが課題となっている．その背景には，住民の活動目的と異なるため意識的に収集されない，責任主体が
不明瞭なために公的に資料が保存されないなどといった課題がある．本年度は情報システム視点からの解決を目
指して，これまで収集して来た質的データを利活用する現場でアクションリサーチを行うと共に，システム構築
に向けて利害関係者との調整を図った．（関連研究：富澤浩樹：持続可能な観光まちづくりのための情報共有シ
ステムの検討～さいたま市岩槻区での取り組みから～，いわて観光情報学研究会第 10 回例会，岩手県立大学アイ
ーナキャンパス，2014.03） 
・岩手県立図書館では，東日本大震災の記憶を風化させることなく後世に引き継ぐために，被害状況・救援活動・
復興などに関する資料を収集し，公開する「震災関連資料コーナー」を平成 23 年 10 月 21 日より設置している．
本年度は，研究課題の明確化と概念モデルの作成を目標に，岩手県立図書館担当者と検討を重ねた．その結果，
どういった背景の元で作られたどのような資料なのか不明であるため強い関心を持った利用者でなければ利用し
にくいという課題が明らかとなり，情報システム視点から解決を目指した概念モデルを協働で作成した． 
